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の神が、死んだ
（
神かむ
去さ
った）
イザナミの神を追って
黄よみの
泉
国くに
を訪
ねる話です。　
詳しく紹介しているいとまはありませんが、この話はイザナ
キ
（生者）
が黄泉国でイザナミ
（死者）
と出会い、次いでイザ
ナミの屍の醜状
（死の実態）
を目にして逃げ出し、最後に「
千ち
引びき
の石
いは
」を黄泉国の境に引き塞
ふさ
ぐというふうに展開します。
　
つまりこれは往還可能であった「生の領域」と「死の領域」
が確然と分かたれる物語であり、生と死の連続する意識に終止符がうたれたことの起源譚であるといえましょう。　
とり上げたいのはその後です。イザナキは黄泉国の穢
けが
れをす
すごうと日向の阿波岐原で
禊みそ
ぎ
祓はら
いをします
（
竺つく
紫し
の
日ひ
向むか
の橘
の
小を
門ど
の
阿あ
波は
岐き
原はら
に到り
坐ま
して、禊ぎ祓へたまひき）
。その折、身
につけていた杖や帯などを投げ捨てるたびにさまざまな神が生成します。　
そしてその最後にアマテラスとツクヨミとスサノヲの三貴子
が生成する。イザナキが左の目を洗うとアマテラスが、右の目を洗うとツクヨミが、そして鼻を洗 とスサノヲが生成したと。　　
 是ここ
に左の
御み
目め
を洗ひたまふ時、成れる神の名は、
天あま
照てらす
大おほ
御み
神かみ
。次に右の御目を洗ひたまふ時、成れる神の名は
月つく
読よみの
命みこと
。次に
御み
鼻はな
を洗ひたまふ時、成れる神の名は、
建たけ
速はや
須す
佐さ
之の
男をの
命みこと
。
　
この話はさらに次のように続きます。イザナキはたいへん喜
び「私は多くの子を生み続けて、 うとう三はしらのりっぱな
天空のコスモロジー
―
古代日本文学に見る宇宙観との比較
犬
　
飼
　
公
　
之
　
これは宮城学院女子大学キリスト教文化研究所のシンポジウム
「天空のコスモロジー
――
琉球・八重山諸島から見る宇宙」
（二〇一六年一二月一七日［土］
　
於宮城学院女子大学第二会議室）
にお
ける山里純一氏と宮城幸子氏の講演を踏まえた当日のコメントに、その折、用意していた資料を加えてまとめ ものである。
１
　
山里先生の「沖縄の民間文芸に見る星・月・風」と宮城先生
の「八重山の暮らしと伝承
　
星・月・風」という講演をうかが
い、沖縄の人々 生活に密着した伝承、特に星と月と風にかかわる詳細なありようを知ることができました。また、三
さん
線しん
と唄
による紹介も感動いたしました。　
私は三線どころか唄もうたえませんから、今日のシンポジウ
ムのテーマを「天空のコスモロジー」と設定 一人として、私なり 問題意識を述べてお許しいただきたいと思い す。　
まず、日本人がうけとめた宇宙観
（コスモロジー）
の基本的
なありようを『古事記』の神話をよりどころにと えいます。 「黄泉国神話」 。みなさん、ご存じのとおり、イザナキ
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そのそれぞれの領域をアマテラス
（高天原を知らせ）
とツク
ヨミ
（夜之食国を知らせ）
とスサノヲ
（海原を知らせ）
が分治す
るというのです。　
そのように「天の領域」 「夜の領域」 「海の領域」は神々の支
配する領域となったというのでありますが、そこには「昼の領域」 「地の領域」
（ことに陸地）
が人間の生きる領域にほかなら
ないとする認識が踏まえられているといえましょう。　
ちなみに『日本書紀』にはこの類話が四種収められています
（正文、一書第一、第六、第十二）
。その一つ『日本書紀』正文は
イザナキとイザナミが「
天あめの
下した
の
主きみたるもの
者
を生まざらん」として
「日の神」
（アマテラス）
と「月の神」
（ツクヨミ）
と、ヒルコと
スサノヲを生んだとあります。　
そして「天下の主者」にふさわしい神としてアマテラスが、
次いでツクヨミが「
天あめ
上
の
事こと
」にあたることになります。一
方、ヒルコはイハクスフネ
（磐櫲船）
に載せて放ち棄てられ、
スサノヲは「
宇あめのした
宙
」に君臨すべき神ではないとしてネノクニ
（根国）
に追いやられたと語られます。
　
これはまさしく「天下の主者」をアマテラスとすることをメ
インとし、それに次ぐ神としてツクヨミが語られて ま 。そしてここに語られる「宇宙」は「天の領域」と「地の領域」（天下）
に限定的であるといえましょう。だから「
宇あめのした
宙
に
君きみ
臨
たる」べからざるスサノヲはその領域外の「遠く根国」に追放されることになる。
子をさずかった」といい、アマテラスにはタカマノハラ
（高天
の原）
を、ツクヨミにはヨルノヲスクニ
（夜之食国）
を、スサ
ノヲにはウナハラ
（海原）
を分治するよう委任したというので
す。　　
 此こ
の時、伊
い
耶ざ
那な
伎きの
命みこと
大いた
く歓
よろこ
喜びて詔
の
りたまはく、 「吾
あ
は子
を生み生みて、生みの終
はて
に三
みはしら
の貴
たふと
き子を得つ」とのりたま
ひて、即ち御
みくび
頸珠
たま
の玉の緒
を
もゆらに取りゆらかして、天照
大御神に賜ひて詔りたまはく、 「汝
いまし
命みこと
は高天原を知らせ」
と事
こと
依よ
さして賜ひき。故
かれ
、其
そ
の御頸珠の名を御
み
倉くら
板た
挙な
の神
と
謂い
ふ。次に月読命に詔りたまはく、 「汝命は夜之食国を
知らせ」と事依さしき。次に建速須佐之男命に詔りたまはく、 「汝命は海原を知らせ」と言依さしき。
　
ここにはタカマノハラとヨルノヲスクニとウナハラの三つの
領域がとり上げられています。タカマノハラは崇高な天上の原のことでありましょうから、これは「地の領域」に対する「天の領域」 。ヨルノヲスクニは「昼の領域」に対 る「夜 領域」つまり夜を支配する領域をいい ウナハラは文字どおり「海の領域」をいうのでしょう。　
この神話からするとその三つの領域を含む全体が古代日本人
のうけとめていた宇宙であったといえましょう。　
もっともウナハラは「天」
（天の領域）
に対する「海」
（海の
領域）
をいうとみられますが、 「天の領域」に対する「地の領
域」の、さらにそれを陸地と海 に分けて、その海域を特にそうとらえているともみられます。
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とめていた宇宙にほかなりません。 『古事記』はネノクニをネノカタスクニ
（根之堅州国）
といい、ハハノクニ
（妣の国）
とも
語っています。　
しかし、タカマノハラとヨルノヲスクニとウナハラが古代日
本人のうけとめた宇宙観を表示していることは明らかです。それはわれわれが持ちあわせる宇宙観の基本にもあり続けているかと思います。　
私は「天空のコスモロジー」というテーマの基本にこの宇宙
観を踏まえたいと思います。そしてそれがアマテラスとツクヨミとスサノヲによって分治されたこ を重視したいと思います。　
アマテラスとツクヨミとスサノヲは太陽と月 風の属性を持
つ神でありますから、古代日本人は太陽と月と風がこの を支配しているととらえていた いえ しょう。それはわれわれの意識の奥
おくか
処にもあり続けているのではないでしょうか。
　
その太陽と月と風をめぐって、古代日本と沖縄の人々が ら
えたありようを探りたい 思います。
２
　
アマテラスが太陽 神であることは神名からもうかがうこと
ができましょう。それはさきの『日本書紀』
（正文）
が「日の
神」を生んだと語り、その神をオホヒルメノムチ
（大日孁貴）
とよぶといい、一書ではアマテラス
（天照大神）
とあり、また、
アマテラスオホヒルメノムチ
（天照大日孁貴）
ともあると記し
　
一方『古事記』の「宇宙」はすでに言ったように「天の領
域」と「地の領域」 、 「昼の領域」と「夜の領域」さらに「海の領域」の全体を含んでいます。そしてアマテラスとツクヨミとスサノヲがそれぞれの領域を分治するというのです。　
そこに『日本書紀』
（正文）
との違いがあります。一言でい
うと『古事記』は「天下の主者」を語るというよりも「宇宙」の分治を語ることに主題があるといえましょう。　
しかし『古事記』のこの神話もはじめからこのようにまとめ
られていたか否か。ここにも長い生成 歴史があったのではないでしょうか。その痕跡の一つ 領域」に対する認識の輻
ふくそう
輳
に認められるかと思います。　
ここには「高天原」といい「海原」というように領域を
「原」ととらえる認識がみられます。その一方「夜之食国」というように「国」ととらえても つまり「原」とする認識と「国」とする 識が輻輳し いるのです。　
想像をめぐらすと、かつて「 する認識において「天」
（タカマノハラ）
と「海」
（ウナハラ）
を宇宙とし、その二つの領
域をアマテラスとスサノヲが分治すると うふうな神話があったのではないでしょうか。そこにツクヨミが加えられることになっ かもしれません。　
さて、古代日本人の宇宙観はさまざまな広がりを持っていま
すし、また、輻輳してもいます。さきの黄泉国神話が語る「生の領域」と「死の領 」
（ヨモツクニ）
も、 『日本書紀』
（正文）
がスサノヲを追放したというネノクニ
（根国）
も、人々のうけ
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そのとおりで、スサノヲの属性は輻輳していますが、 「風の
神」としての神格を基本にそなえていることは疑いありません。 「すさぶ」ということばとの対応からもそのようにみることができましょう。　
そこでこの太陽
（日）
と月と風をめぐって、沖縄
（琉球）
に
おけるありようを探ってみましょう。特にその類似性と異質性に目を向けたいと思います。　
まず、太陽が神聖視され、それを王権に結びつけてとらえる
発想は古代日本や沖縄
（琉球）
に限りません。むしろユニバー
サルな発想ととらえられます。　
すでに知られているとおり、沖縄
（琉球）
において太陽
（テ
ダ・ティダ）
は、ニルヤ
（ニライ）
の支配者として位置づけら
れ、王は太陽のセヂ
（霊力）
を与えられ、現世の支配者となる
ととらえられていました。　
そのありようは古代日本と類似しています。天孫降臨神話が
それで、アマテラス
（天照大御神）
の嫡流が太陽の神性をにな
い、まさしく日
ひつぎ
嗣の御
みこ
子として天皇位を継ぐというのです。
　
また、万葉歌や「おもろ」
（琉球の古代歌謡）
にもみられると
おり、太陽と王権のかかわりは王都の構造にもおよんでいます。その中心をなす王宮は陽光のさす南
（逆にその背面の北）
を
意識して作られていたとみられます
（拙論「太陽
（テダ）
の宇宙」 ）
。
　
そのように古代日本と沖縄における太陽と王権のかかわりは
類似していますが、そこにはなお確認しなけ ばなら い問題
ていることに明らかです。　
ツクヨミが月の神であることもその名称から推測できましょ
う。古代和歌には月のことをツクヨミとうたう例もみられます。それはまた、書紀の正文が「日の神」に次いで「月の神」を生んだといい、その神は一書にツクユミ
（月弓尊）
、ツクヨ
ミ
（月夜見尊、月読尊）
というと記していることに明らかです。
　
書紀の正文はイザナキとイザナミが「日の神」
（アマテラス）
について「此
こ
の子
みこ
、光
ひかり
華明
うるは
彩しくして、六
くに
合の内
うち
に照り徹
とほ
る」
と言い、また「未
いま
だ若
か
此く
霊くしび
に異
あや
しき児
こ
」はいなかったと言い、
「天
あめ
上の事
こと
」つまりタカマノハラを支配させたと語っています。
　
そして「月の神」について 「其の
光ひかり
彩うるは
しきこと、日に
亜つ
げり、以て日に配
なら
べて治
しら
すべし」といい、これまた、天に送っ
たと言っています。　
アマテラスとツクヨミは書紀の正文が明示するとおり「日の
神」であり「月の神」であり、その神格は太陽
（日）
と月の属
性を踏まえて造形されたといえましょう。　
スサノヲについては「日の神」とか「月 神」というふうに
その神格を明示した記事はありません。また、この神が輻輳した属性を持ちあわせていることも知られて るとおりです。　
日本古典文学全集『古事記』 サノヲについて「出雲の英
雄神で、暴風・農耕・植林・冶金などの神としての属性をもつ」といい「鼻から化生したのは、鼻は息
（風）
を出す器官で
あり、この神の属性の一つが暴風神であ ためと解さ る」といっています
（頭注）
。
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んど使われませんから、太陽軸を基本として規定する方位は沖縄に特徴的であるともいえましょう。それだけ沖縄において太陽は重く意識され続けているのかもしれません。　
もう一つ。沖縄において太陽は東の穴から登場し、西の穴に
沈んでいくととらえられていました。 「お ろ」にみられる「てだの穴」がそれです。　
その発想は沖縄を越えて広がりを持っています。文献的には
古代中国にもっとも古くみられ、ポリネシア ミクロネシアにまでおよんでいます
（先掲「太陽
（テダ）
の宇宙」 ）
。この太陽
の穴という発想は潜在的には もかく、古代日本にみ れません。そこに沖縄との違 が認められましょう。　
時間がおしてきました。さきを急いで月に目を向けましょ
う。沖縄の月については山里先生と宮城先生から詳しい報告がありましたので、私は古代日本 かかわるありよう ついて言い加えるに留めたいと思います。　
もとより古代日本においても沖縄においても人々は の運行
によって年月をはかっています。そしてその満ち欠けをくり返すあり うに「生」と「死」の循環し続けるイメージや、生命の復活 るいは永遠の生命といったイメージを けとめています。　
また、その変化する月のかたちにさまざまなイメージをとら
えてもいます。たとえば満月の輪郭はどこも欠けて せん。そのありようから人々は満月に充足したイメージをうけとめ、
も残っています。　
その一つは沖縄において太陽はニルヤ
（ニライ）
の支配者と
してとらえられ るのですが、そもそもそのニルヤ
（ニラ
イ）
なる領域がいかにとらえられ、どこに設定されていたかが
問題です。海上の彼方なのか、天上なのか、地下なのか。そうしたことがはっきりしないままでは沖縄における太陽と王権のありようは明確になりませんし、古代日本との比較も不十分となりましょ 。　
次に視点をかえて太陽の運行にかかわってみておきましょ
う。一つは方位とのかかわりです。日本語において東西は「ひがし」
（ひむかし）
「にし」というふうに言っています。それに
対して沖縄で東はアガリ・アガルイ、西はイリ。沖縄 日の出、日の入りが、 西を意味しているといえ ょう。　
その「ひがし」
（ひむかし）
「にし」の「し」は風を意味する
とみられています。つまり東風、西風が東方、西方を意味しいた いえましょう。もちろん「ひが 」 「ひむかし」という「ひ」が太陽
（日）
を意味することは疑いありませんが、古代
日本において方位は基本的に風位 もあったのです　
もっとも古代日本では東を「ひのたて」
（日の経・縦）
、西を
「ひのよこ」
（日の緯・横）
と言ってもいます。 「ひのたて」は日
の発つ方、 「ひのよこ」は日の傾く方を意味するとみられまから、これは沖縄と等しく太陽の運行に沿って方位が規定さているといえましょう。　
ところが「ひのたて」 「ひのよこ」という言い方は後々ほと
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らえられていたのでしょう。　
その太陽は父とも親とも称されています
（あさてぃだぬ
　
みゆ
ぷぎ
　
うやてぃだぬ
　
みゆぷぎ）
。何よりも尊い神と位置づけら
れているのでしょう。また、月に対してはくり返し「夜の」（ユー）
と形容されています
（ゆーチキぬ、ゆーてぃだぬ）
。月は
「夜の領域」を支配する神ととらえられているといえましょう。まず「昼の領域」を支配する太陽が、次いで「夜の領域」を支配する月がうたわれるのです。　
これはさきに触れた『古事記』や『日本書紀』
（正文）
の語
る「日の神」とそれを次ぐ「月 神」のありように類似しています。その発想はほとんど等し といえましょう。　
しかし、古代日本において月を「夜の太陽」とする表現はみ
られません。ちなみに沖縄では星についても太陽
（てぃだ）
の
子ととらえることもあります いわば沖縄にお ては太陽も月も星も「てぃだ」と らえた、ある とらえ得たしょう。　
外間守善氏は「てぃだ」の語源が「照ら」
（照る）
にあると
いっています
（ 『沖縄の言葉と歴史』 ）
。とすると「てぃだ」は太
陽そのものをい に違いありませんが、それは「照 」というはたらきを重視 た名詞であったこ になりましょう。そして「照ること」において太陽のみならず月や星も「てぃだ」ととらえ得たということなのではないでしょうか　「照ること」を重視することは古代日本にも認められます。ほかならぬアマテラスのテラスもそれであります。しかし、古
すべてがととのった女性の美を形容したりします。　
あるいは三日月
（初月、若月、新月）
に美人の眉をイメージし
ています。それは中国の蛾眉、眉月といった発想をうけとめていたのでありましょう。　
山里先生と宮城先生の報告を聞きながら、そうした発想が古
代日本と沖縄に たがってあることを確信しました。 だもう一つ、沖縄において月が夜の太陽 してとらえられたことについて触れておきたいと思います。　
宮古島のタービのニーフチグイ
（根口声）
をみてみましょ
う。タービとは呪
じゅとう
禱的歌謡のことです。
　
それは「天道のおかげで
　
恐れ多い神のおかげで」
（てぃん
だうぬ
　
みゆぷぎ
　
やぐみょーぬ
　
みゆぷぎ）
とはじまり、
　　
あさてぃだぬ
　
みゆぷぎ
　　　
父太陽のおかげで
　　
うやてぃだぬ
　
みゆぷぎ
　　
親太陽のおかげで
　　
ゆーチキぬ
　
みやぷぎ
　　　　
夜の月のおかげで
　　
ゆーてぃだぬ
　
みやぷぎ
　　　
夜の太陽のおかげで
とうたわれ、その後「根立て主の私は」
（にだりぬシ
　
わんな）
以下長い詞章が続きます。　
これは呪禱的歌謡の冒頭にしばしばくり返される詞章です。
そうした詞章の冒頭で人々を守護する尊い神の名を唱えあげるのです。　
その「天道」の神としてここでは、まず太陽がうたわれま
す。そして次に月があげられています。そのことに注意したいと思います。太陽と は等しく「天の領域」を支配する神とと
― ―7
　
また「風」という文字は神聖な鳥
（鳳）
のかたちを表わして
いるといわれています。それに似て風と鳥を結びつける発想も古代中国のみならず、万葉歌や「おもろ」にも読みとることができます。　
もう一つ。山里先生がさきのお話で触れておられますように
「おもろ」には太陽の穴に似て「真東風穴」
（マコチアナ）
「真南
風穴」
（マハヘアナ）
というふうに風の穴がうたわれています。
風の穴はニルヤ
（ニライ）
に結びつく聖なる穴でもあるのです
が、それが日本各地に知られ 風穴の発想と等しいか否か、これから十分に検討したいと思います。
３
　
山里先生と宮城先生は沖縄の、特に八重山諸島における星の
伝承についても詳しくお話くださいました。私は沖縄の人々が星にかかわる伝承文芸を多様に持ちあわせていることに驚きました。そしてこれほど豊 な星のイメージを抱いて るこ に惹かれました。それは古代日本のありようとかなり異なっています。　
古代日本において星が語られたり、うたわれたりすることは
あまりありません。というよりも、うたわれ 語られる星はきわめて限定的です。また「負」のイメージに結びついたりもています。　
たとえば神話についていうと『日本書紀』
（神代紀）
に「星
の神」カカセヲ
（香香背男）
が登場しますが、星にかかわる神
代日本においてそれを月や星に及ぼすことはなかったと思われます。そこ 違 を見ることができましょう。　
沖縄の風についても山里先生と宮城先生から詳しい報告があ
りましたので、私は風が太陽
（日）
や月とともに宇宙を構成す
る要素と て重視された とおよび古代日本と沖縄の風にかかわるイメージは中国を踏まえた広汎な地域においてうけとめられてい ことについてだけ触れておきたいと思います。　
風が宇宙を構成する要素であることは中国
（特に古代中国）
を視野におくときわめてわかりやすいと思われます。たとえばわれわれは自然界の景色や状態を「風土」 「風物」 「風光」 「風月」 「風情」 「風気」 「風色」などと表現します。すべて をもって表現するのです。この一事をもってしても風が宇宙を構成する要素としてうけとられていること 明らかで ょう もちろんそれはいず も漢語です。　
風そのものは目にすることができません。にもかかわらず風
は農耕のみならず、人々の生活に重大な影響を与えます。人々はその風にいのちの力を感じとっていました。　「風化」ということばはそれを如実に示しています。これまた、もとより漢語ですが、風化するとはい ちをはぐくむを意味する ととも 、いのちを奪う力を意味しています。それは古代中国に溯って認められる発想でありますが、古代日本や沖縄にも認められるのです
（拙論「風の宇宙―琉球文学の地平」
『沖縄研究ノート』
13）。
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れ、月からも離れ去って行ってしまった。
　
 とうたう歌もあります。挽歌です。これも具体的な星がうたわれているというのではありません。
　
　
具体的な星をうたうことがないというのでありません。
「あか星の
　
明くる
朝あした
は」
（５九〇四）
などとみられます。 「あ
か星」は明けの明星つまり金星のことです。
　
　
また「夕
ゆふ
星つづ
」という表現もあります。これは「夕星の
　
か
行きかく行き」
（２一九六）
「夕星の
　
夕ゆふへ
になれば」
（５九〇四）
「夕星も通ふ
天あま
道ぢ
を」
（
10二〇一〇）
などとみられます。それ
は宵の明星。これまた、金星です。
　
　
万葉歌において具体的にうたわれる はその程度で、きわ
めて限定的です。その傾向は『古今集』以降においてもさして違いはありません 古代日本人 具体的な を対象としてイメージをふくら ることに乏しかったといえましょう。
　
　
もちろん奈良時代人もそれなりに星の知識を持っていたこ
とは明らかです。たとえば一九七二年に発見されて大きな話題となった高松塚古墳の天井壁には星宿図が描かれています。また、天武天皇四年
（六七五年）
に日本ではじめて占星
台が立てられています。
　
　
にもかかわらず、具体的な星に対するイメージはあまり
も乏しいといえ しょう。ちなみに平安時代の『枕草子』は自然に対 て豊かな感性を持ちあわせるこ で知られています。そこ 清少納言は風
（ 「風は」一八五段）日（ 「日は」
二二七段）月（ 「月は」二二八段）雲（ 「雲は」二
三
〇
段）
ととも
話はほとんどこれだけではないでしょうか。　
　
しかもカカセヲは服従しない鬼神
（
順まつろ
はぬ
鬼かみ
神、
不うへな
服
はぬ
者）
であり
（神代下・正文）
、また「天に悪しき神有り。名を
天あま
津つ
甕みか
星ほし
と曰
い
ふ。亦の名は天
あまの
香か
香か
背せを
男」
（同一書・第二）
とい
うふうに語られています。悪神であったというのです。まさしく「負」のイメージを負う神なの す。
　
　
また『日本書紀』にはしばしば彗星
（ははきほし、ながきほ
し）
つまり流れ星の出現が記されています。これは中国の占
星の思想にもとづいて不吉、禍事の前兆をいうのです。
　
　
古代和歌に目を向けると万葉歌には星にかかわる歌が少な
くありません。しかし、そのほとんどは七夕歌です。もとよりこれは中国 七夕
（乞巧奠）
の影響をうけたものです。と
ころが七夕歌を除くと、星の歌はきわめて少ない。たとえば、
　　　
 天あめ
の海に雲の波立ち月の舟星の林に漕
こ
ぎかくる見ゆ
（７一〇六八）
　　　　
 天上の海に雲の波が立ち、月の舟が星の林に漕ぎ隠れていくのがみえる。
　
 とうたわれています。 れも中国文学の影響が色濃 みられますが、この「星の林」とは天に群れる星をいうのであり、具体的な星をうたっているので ありません。また
　　　
 北山にたなびく雲の青雲の星離れゆき月を離れて
（２一六一）
　　　　
 北山にたなびいている雲は、青雲 なか 星からも離
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の人々の意識との違いに触れてみました。　
そうした問題意識がこれからの討論のなかに加えられ、深め
ることができると幸いです。
（以上）
に星をとりあげています
（ 「星は」二二九段）
。
　　　
 星は、すばる。彦星。みやう星
じゃう
。夕づつ。よばひ星をだ
になからましかば、まして。
　　　　
 星は昴がいい。彦星。明けの明星。宵の明星。よばい星は尾さえなかったら、いっそうすばらしいのに
　
清少納言が星に関心をよせ、その美をうけとめていたことは
明らかです。しかし、とりあげられている星は「すばる」
（昴）
にせよ、 「彦星」にせよ、 「みやう星」 「夕づつ」
（つまり金星）
にせよあるいは「よばひ星」
（彗星・流れ星・ほうきぼし）
にし
ても、奈良時代人がとりあげた星の範囲を越えていません。　『枕草子』にしてそうなのです。古代日本人にとって具体的な星についてはほとんど関心の的 なっていない、ないしはきわめて限定的でしかなかったと思われます。それに対して沖縄の人々は星に強い関心をもっていた。　もちろん山里先生や宮城先生が示してくださった事例は民間
をベースに今も語られ る伝承であって、その ま古代日本と比較するわけに いきません。しかし このき だっ 違いをどのようにとらえたら いのか。それは 代的な変遷なのか、地域的な違いなのか。そうした人々の意識の違いは「天空のコスモロジー」を る上で無視できないと思います　「天空のコスモロジー」にかかわる問題は尽きません。私は思いつくままに古代日本人がうけとめ 宇宙観をとらえ、太陽
（日）
と月と風をとりあげてみました。そして星について沖縄
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